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アスペルガー障害における聴覚過敏性へ

重要な他者との関係性が与える影響

～事例による行動の変容を通して～

浦崎武＊
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EspeciallyllnportantOtherfOrreductiono症Auditory
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アスペルガー障害等の自閉症スペクトラムの特性とされる感覚への過敏性の特徴が、自閉症の本

質的な対人関係性に伴う社会性の支援を行うことにより、結果として軽減、あるいは悪化を抑える

可能性があることが示唆された。支持的カウンセリングにより自分自身の音への過敏性について他

者と語り合い、考え、支えてもらうことを通して、聴覚過敏』性の特徴とその対応策を検討していく

方法が重要な支援アプローチのひとつとして示唆された。聴覚過敏'性の軽減に対して重要な他者と

の関係性が与える効果と支援方法についてより詳細に検討してく必要性が示された。

はじめにＩ 児・児童・生徒等の多様な他者との関わりや集団生

活が必要とされる。そこで関わりをもつ他者とどの

ような経験を積んでいくことができるかは、アスペ

ルガー障害のアイデンティティ形成にとっては重要

課題である。

高機能自閉症児にとって、学童期、特に中学年９

歳、１０歳は、「心の理論｣を獲得する重要な時期と

なる。通常の発達であれば、その時期はギャングエ

イジの時期と言われ、集団による仲間意識が強まる

時期とされる。高機能自閉症児は、そのような発達

課題をもつ周りの子どもたちのなかで学校生活を送

ることになる。その時期になると別府（2007）は、

高機能自閉症児は突然、見え出した他者の心に対し

て「自分はどうみられているか」を強く意識し、周

りの子どもたちが仲間と関わる様を見るにつけて、

仲間の存在の重要性を認識していく。また、辻井

(1999）は「心の理論」の獲得によって帰って心理

的混乱を生むことを指摘している。

思春期、青年期のアスペルガー障害者にとって自

分のアイデンティティをどのように形成するかは大

きな発達的課題である。自分自身の障害特`性をどの

ように受け止めるか、そしてその障害特性とどのよ

うにつきあっていくかは、その後の成人期を生きて

いくための社会への適応に大きな影響を与える。

浦崎（2009）は小学校の中学年から高学年にか

けて自己意識と他者意識で苦しむ男児の事例を報告

した。その事例においてフラッシュバックと自己存

在への不安が顕著に見られた。！情けない自分の名前

をお気に入りの友だちの名前に変えようとしたり、

`性別を変えることを望んだり、「自分が何者か」とい

う自己同一性が形成されていくプロセスの基盤の揺

らぎについて検討した。自己同一性の成長において

環境の与える影響は大きい、特に保育所、幼稚園、

学校のなかでの生活では彼らが苦手とする先生や幼
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②記述したやりとりを月ごとに整理し、検討する。

③記述したやりとりを項目別に整理し、具体的なＡ

さんの言動による表現を通して項目ごとに分析

する。

３）整理した出生から高校２年までの聞き取りおよ

び高校３年の支援における変容を通して考察する。

一方、社会』性の発達に伴う他者意識や自己意識の

芽生えによる混乱と同様に、アスペルガー障害を含

めた自閉症スペクトラムの障害者が対処に苦しむ感

覚の過敏』性の問題がある。その感覚の過敏性は健常

者においても不快となる刺激であり、個人の程度の

差として考えることができる。とは言ってもアスペ

ルガー障害者が有する過剰な感覚に対する過敏`性を

理解することは容易ではない。感覚過敏性を有する

TempleG（2009）は感覚過敏性を理解するために

気を付ける点として感覚の過敏度が人によって違う

こと、また同じ人でも時、場合、またはその曰によ

っても異なることを挙げている。

感覚過敏を有するアスペルガー障害者の場合、そ

の過敏性への対応と社会'性の発達の課題が複雑に絡

まりあい、曰常生活で生きづらさを感じていると推

測される。そのようななかで自己評価を高めていく

ことは容易ではない。特に思春期、青年期で自己意

識が高まるなか、漠然と断片的に捉えている自己イ

メージを、社会のなかで認められている自分のイメ

ージと重ねあわせ、自分のものとして肯定的に受け

止めていくことは大きな課題である（Williams，Ｄ，

１９９２；Gerland,Ｇ１997；Willey,Ａ,1999)。

そこで本研究では、筆者が行った他者との関わり

で苦労している聴覚過敏`性のある１７歳のアスペル

ガー障害と診断された男'性への支援事例を報告する。

まず、過敏性に対する理解と対処の仕方を、支持的

カウンセリングを通して本人とともに検討してきた

ことを整理し、そして、アスペルガー障害における

聴覚過敏性に対して重要な他者との関係’性が与える

影響について考えたい。

Ⅲ生育歴・支援経過と小考察

１．生育歴

ｌ）出生から保育所

①出生から３歳児まで

妊娠週数39週体重29009で出生、首の座り３

カ月、１歳で歩き始める。１歳６カ月の健診（実施

は１歳10カ月）で言葉が出ず、保健師の訪問を受け、

言葉の教室への参加を勧められたため１回出席した。

親の言うことは理解しているが、すぐに返事をしな

かったので何度も返事を促した。言葉は２語文が２

歳２月で生じる。３歳の頃は駐車場のロープ等で遊

んだり、興味が片寄っていた。児童館等幼児が喜び

そうな場所へ連れて行ってもあまり興味を示さなか

った。母親への後追いは見られなかった。あまり人

見知りはなくかわいがられた。指示は理解できるが、

反応は遅かった。

②幼稚園から保育園児

幼稚園では他の子よりテンポは遅かったけれど、

最後に必死についていった。遊戯はみんなの一番後

ろにつかせてもらい配慮してもらった。自然なかた

ちで友達に近づけなかった。「入っていい」等とわ

ざわざ声をかけたり、必要以上にくっついたり、友

達との間合いを上手に取れず遊べなかった。先生か

ら我がままな面があり、自分勝手な行動を取るので

友達とトラブルになりやすいと指摘された。先生に

は「（集団の場に）行きたくない」とよく言ってい

た。他の子どもと一緒に遊んでいてもいつの間にか

自分の興味のあるものへと移ってしまった。勝敗の

あるゲームはやりたがらず負けると怒っていた。土

いじりや水遊びを好んだ。独り言は気にならない程

度、アニメの名探偵コナンになって空想の物語を作

り、父親と一緒に就寝時のみしゃべった。扇風機、

トースター、ドライヤー等の電気製品やコードでひ

とり遊びをしていた。

父親が帰ってきて「ただいま」と言うと「ただい

ま」と返す等受け答えがおうむ返しになることがあ

った。「○○君がした」を「○○君にした」等助詞

の使い方が変だった。「僕が行く」を「僕が来る」

Ⅱ方法

１）出生から高校２年生までの本人（以下、Ａさん）

の様子について母親から聞き取り検討する。「出生

から保育所｣、｢小学校｣、「中学校｣、「高校｣に分類し、

さらに｢出生から保育所｣までを｢出生から３歳児｣､｢幼

稚園から保育園児｣に分け､「小学校｣を｢小学校１年

生から４年生｣､｢小学校５年生から６年生｣に分け､｢中

学校｣を｢中学校１年生から３年生｣、さらに｢高校｣を

｢高校１年生から２年生」として整理し、検討する。

その際あわせて、支援の方向性についても検討する。

２）高校3年生に始めた心理カウンセリングの経過

について記述し、聴覚の過敏性について検討する。

①Ａさんとの心理面過程をＩＣレコーダーに音声記録

することにより筆者とのやりとりを記述する。
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等と「行く」と「来る」の使い方を間違えた。

③小考察

２歳前の言葉の検診で支援の必要`性を指摘される

が、その後に２語文が出ている。やや遅れていると

いう範蠕として考えられたが、言葉の生じる時期以

上に「ただいま」と返すとオウム返しになったり、

助詞の使用の仕方、「行く」、「来る」の使用につい

て困難さが見られた。対人関係の特徴は言葉以上に

特徴が見られた。すぐに返事が見られなかったり、

興味が偏っていたり、後追いや人見知りがない等気

になる側面が見られた。幼稚園や保育所等集団行動

の場でも、対人関係上の特徴は目立った。その頃か

ら必死に集団について行こうとする姿が見られた。

友だちと関わりたくて不自然に声をかけたりする様

子や、自分勝手な行動が見られたりと行動面では、

周りの子どもたちが自然にできる他者との間合いの

取り方が上手くいかなかったと考えられる。

友だちと一緒に遊べないということは他者との関

わりの持ち方とともに、自分の世界に入ってしまう

という特徴も、その関われなさをより困難にさせて

いる様子が見られた。一般的に「こだわり」と言わ

れるような、いつの間にか自分の興味のなかで独り

遊びになる、土いじりや水遊びなどの感覚遊びにな

ったり、勝ち負けにこだわる等の行動が見られた。

ただし、父親と寝る前に話をするなど、自分の興味

のある世界について他者と共有する働きかけは強く

もっている様子が見られた。そのことからも幼児期

のエピソードを検討することで、重要な他者との関

わりが発達過程のなかで重要な鍵を握るとともに、

関係性を基点とした支援が意味のある展開を作って

いくように推測された。

２）小学校

①小学校１年生から４年生

スーパー等で迷子になることはあるが、この頃は

母親を探す様子は見られた。小学校２年生の頃、関

わり方が変でＬＤかなと思ってＭ病院のＴ先生のと

ころへ行くと「アスペでしょう」と言われた。から

かわれたり、ばかにされたと感じた時、パニックに

なり爆発する。他人から注意を受けた時、特に口調

が強い時、激しく怒ったり、言い返したりする。自

分の思い通りにならないとイライラして当たる。問

いかけに返事をしないので「聞いているの」とただ

すと「返事をするのがめんどくさいから」と言うこ

とがあった。友達からも同様に返事をしないため何

度も同じことを言われていた。過去にあった出来事

を「○○君がいじめた｣、｢○○さんがこんなことを

した」等と昨曰、今曰あった出来事のように話した。

いまでもよくあることであるがすぐに話題を変える。

特に都合の悪い時などは顕著に見られた。電気や漫

画等自分の興味のあることはよくしゃべるが人の話

しはあまり聞かない。

②小考察

小学校になっても迷子になることは見られたが母

親を探すという重要な他者を意識している。他者か

ら注意されたりすると興奮したり、怒りを露わにし

たりする行動が目立つようになった。「からかわれ

ているようだ」とか､｢馬鹿にされているようだ」と

いうことが他者の口調や振る舞いから感覚的におぼ

ろげながら分かるようになっていたように考えられ

た。本人なりの友だちとの関わり方として、問いか

けに返事を返さないということが見られた。意識的

に返事に反応していないのかどうかは判断できない

が、親が「聞いているの」とただすと「返事をする

のがめんどうくさいから」と返すとのことであった。

その頃、過去にあった出来事を「○○君がいじめ

た｣、「○○さんがこんなことをした」等と昨曰、今

曰あった出来事のように話すことも見られるように

なった。苦手な他者を意識することや、他者に脅か

されるような出来事の想起から自分を守るかのよう

に、より一層防御のかたちが意識化されていったよ

うにも捉えることができた。それは気に入らない話

題になると話を切り替え、興味のある話で他者と関

わる等自分の安定を保ちながら他者との関係』性を作

り出していったように考えられた。

③小学校５年生から６年生

忘れ物が多い。連絡帳に書くことを忘れる。書い

てあっても忘れてしまう。学校へ行くことを嫌がる。

自分の「二重あご」等と太っている体のことを周り

の子どもたちに言われることが嫌。野外学習にいっ

ても居場所がない。言葉はよく知っている。「○○が、

アホ、バカと言った」ということがきっかけとなっ

てカツとなると興奮してしまい大騒ぎになってしま

う。「みんなと一緒じゃない」と発言するようにな

り、自分を変えたいという気持ちが出てきた。自分

のうまくいかなさを自分の環境の独自性に結び付け

て、「お兄ちゃんがいたらいいな」と言う。「一人

っ子は自分だけ」という考え方に囚われてしまう。

家で－人の時はおとなしい子だけれど、４，５人グ

ループでは浮いてしまう。友達と一緒に帰りたくて

も「ひとりで帰れ」等と言われた。興奮してパニッ

クになる時は黒板を何回も叩いた。すると先生に顔

を叩かれ、よけいに興奮した。家でも苦手な算数の

１１３
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徒への障害の告知を母親に求めるが母親は抵抗する。

｢人との関わりが上手くできない｣、「人とは違う」

と言って嘆く。何かひとつできるより平均的にでき

るようになりたいと塾へ通う。塾では勉強をしてい

るが家では全くできない。嫌なことはしたくないと

言う。学校から両親が呼び出される。「転んだ時に

笑われた」ということでトラブルになりキしてしま

う。担任はとにかくキレやすくて困っている。しば

らくすると「俺はすぐにきれてしまう」、「もう死

にたい」と訴えてくる。駅の広場の雰囲気は好き。

路面電車が好き、路面電車が廃止されることになっ

ているが、どうすれば残せるか考えたら寝れなかっ

た。

中学２年生では、遊びに入りたくて「俺も入れて」

と言うが「あんた、いたのか」と言われて相手にさ

れなかった。自分だけ仲間外れで友達がいない。転

校することを考えている。何も知らないところへ行

きたいと言う。夏休み明け､｢学校へ行きたくない、

あんなやつらとはいたくない」と発言、誰かとあっ

たら嫌だと家から外へ出ない。先生が妙に優しい言

い方をしてくることや挨拶をする人の行為を俺を馬

鹿にしているのかと被害的に受け止めてしまう。自

分の顔が気に入らなくなり、こんな顔をしているか

ら差別されるのではと訴えるようになる。普通にな

りたいとしきりに言う。人間関係にエネルギーを使

っている。上手く友達といくとルンルンで帰ってく

る。

中学３年生になって修学旅行に行った。班の人が

いい人で「お母さん、楽しかった」と言って帰って

きた。高校受験を意識している。電気が好きなので

工業高校に行くことを目標にする。忘れ物をよくす

るのでイライラしている。忘れ物をしたくないとい

う気持ちが強くなってきた。比較的仲の良かった友

達が小学校の頃、いじめをしていたことを知って人

を信用できなくなった。音への過敏性がありデパー

トの放送は苦手であった。電車でのアナウンスが下

手だと許せなかった。将来車掌になりたいと言う。

②小考察

中学１年生では、他者への抵抗感は強くなり集団

の場に対して抵抗を示すようになる。友達と喧嘩に

なり「刺し殺してやる」と発言しては、その発言を

気にしたり、自分に友達ができないことを担任に切々

と訴える。担任はお手上げのようで突き放されたり、

友達と関わりたいけどうまくいかないことを繰り返

していた。「人との関わりが上手くできない｣、「人

とは違う」と言って嘆く、「俺はすぐにきれてしまう｣、

宿題に取り組ませると、間違いを母親に指摘され、

さらに興奮するというサイクルでうまくいかなかっ

た。

小学校６年で子ども会の班長ができるか心配にな

った。Ｂ先生のところでプレイルームで学生と関わ

ることになった。小学校６年生では卒業式前にクリ

ニックに１０カ月ぶりに来院する。友達とのトラブ

ルは以前よりは減っているが、Ｂ先生のところのプ

レイルームヘ週１回行っている。「今のクラスの子

は冷たい子ばかり」と言い、周りの子との関係が被

害的になっている印象を医師は受ける。

④小考察

からかわれることや馬鹿にされるという行為への

抵抗感から、自分自身の身体や「みんなと一緒じゃ

ない」等、自分自身へ意識が向かっている様子が見

られた。いじめの影響が考えられ､｢今のクラスの子

は冷たい子ばかり」と言い、周りの子との関係を被

害的に受け止める傾向が強くなったと考えられた。

特に自分のうまくいかない原因を「お兄ちゃんがい

たらいいな｣、「一人っ子は自分だけ」という考え方

に囚われてしまう。他者との関係'性のもてなさを、

自分なりに意味づけたり、解釈したりすることが強

くなったように捉えられた。他者との関係』性が上手

くいかなくなればなるほど、被害感や自分独特の物

事の意味づけが強くなっていくように考えられた。

３）中学校

①中学校１年生から３年生

入学式、自分より年上の人やショッピングモール

等の人がたくさんいるところは怖がる。休み時間に

遊んだことがない。一緒に帰る人もいない。班活動

は５人グループ、浮いてしまいがちであるがひとり

仲の良い友達がいる。班のメンバーと協力すること

ができない。本人は話しかけると無視されることも

あると言うが、本人も人の話を馬鹿にすることがあ

る。「学校に辞表を出していいか」と本人が言い、

特別支援学校も視野に考える。友達と喧嘩になり「刺

し殺してやる」と言うが、その発言を気にしてしま

い「どうしよう」と悩んだ。テストでは落ち着きが

なく、簡単なミスが多い。悪いことを言う人は減っ

たので安定しているが、女子によく注意された。三

者懇談会があって班の人間関係を切々と訴えて担任

の先生が困られて「自分のことは自分で解決しなさ

い」と言われた。勉強も覚えられないのか成績も上

がらない。学校へ行きたくない。自分に友達ができ

ないことを担任に切々と訴える。担任はお手上げで、

周りの生徒へ説明ができないことを理由に教室の生
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２学期､「クラスのみんなが敵視する」と学校へ行

く前から言っていた。１週間してなんとか通った。

インターシップ、電気工事の仕事が「嫌だ、嫌だ」

と嘆いた。クラスはなじめない。グループを作ると

自分が外れてしまう。クラスにいること自体が嫌で、

時々学校を休んだ。「我’慢の限界｣と言っている。自

分より格好いい人を見ると緊張するし、ねたんでし

まう。クラスの雰囲気があっていない。毎日が嫌。

夜、寝る前に両親に「ちょっと、話しを聞いてくれ

ない」と言ってくる。寝る前になると沸々と嫌なこ

とがこみ上げてくる。

補修授業がありやっと一緒に帰る人ができたが、

待っていると「どうして待っているのか」と言われ

てしまった。どうしても親密になれず「俺はもうだ

めだ」と思った。近所のバイクの騒音でパニックに

なる。「嫌がらせに決まっている｣、「文句言ってやる｣、

｢ぶつ殺したる｣等と言っている。いつも駅の近くの

図書館で遅くまで時間をつぶして帰ってくる。友達

ができないこと、避けれられたことがとても苦しい

と言っている。いつも眠たい。部活に再入部したが

うまくいかない。何を言われてもマイナスになる。

②小考察

高校1年生では部活の先輩との関係がとれて、ど

うにか部活を楽しみに通うことができたが、教室で

は苦手な人の存在や、特別な対応はできないという

担任の方針はあったが、辛抱強く通った。しかし部

活の技術は伸びず注意されることが増え、次第にス

トレスとなった。結局高校２年生では仲の良かった

先輩もよそよそしくなり部活を辞めた。「これで友

達がいなくなった」という表現は彼が細い糸で他者

と繋がっていたことを示している。両親と話してい

てもしまいには興奮してキしてしまうが、それでも

寝る前に話を聞いて欲しいとお願いしていた様子か

ら、他者に傷つきながらも他者に聴いてもらうこと

で安定を図ろうしているように考えられた。そのよ

うな対人関係の外傷体験と連動するように、バイク

の騒音にパニックになり「嫌がらせに決まっている｣、

｢文句言ってやる｣、「ぶつ殺したる」等の感情が生

じてきているようにも思われた。

５）生育歴の考察と支援の方向'性

幼児期から言葉、対人関係、こだわり等自閉症特

有の行動特徴が見られた。特に対人関係面ではその

特徴が顕著に見られた。友だちと関わりたくて不自

然に声をかけたりする様子や、自分勝手な行動が見

られたりと行動面では、周りの子どもたちが自然に

できる他者との間合いの取り方が上手くいかなかつ

｢もう死にたい」と訴える等、どうしようもないI憤

りが外へ向かうと「殺してやる」と叫び、内へ向か

うと「死にたい」と嘆いた。中学２年生ではあから

さまに仲間外れになり「学校へ行きたくない」とい

う気持ちになる。他者の親切に対しても不信感を抱

いてしまう程人間関係に神経を使っていたことが理

解できる。中学３年生では数少ない仲の良い友達が

いじめをしていたことを知り、他者への不信感がよ

り一層大きくなったことからも中学時代は他者との

関係`性を求め、他者に傷つけられる経験を重ねたと

考えられた。思春期の重要な時期に他者との良い体

験を得られなかったことは高校時代以降の社会性の

発達にも大きな影響を与えたと考えられる。

４）高校

①高校１年生から２年生

工業高校に入学した。クラスになじめず自分から

集団のなかに入っていけなかった。今までのように

からかわれるのではないかと心配になった。ちょっ

かいをかけてくる人がいても、その他の人達を意識

するように努力した。部活の先輩は帰りにご飯に誘

ったりしてくれた。クラスが嫌でも、その後に部活

があるからいいと思って通った。席の前後に目障り

な苦手な人がいたので先生に話したが、君だけ特別

に席を変えることはできない、世の中には色々な人

がいるからこれも練習だと言われた。学校では上手．

くいかないことが多くあった。実験、計測で注意さ

れても失敗を繰り返した。部活でも技術が伸びなか

った。毎日、注意されたこともあり「自分が情けな

い」と思っていた。親と話をしているうちに興奮し

て怒ったり、パニックになってしまった。父親は母

親よりも「聞くしかしょうがない」と言う気持ちで

辛抱強く話を聞いていた。怒りのスイッチが入り易

い。学校へ両親が呼ばれて臨床心理士から「自殺願

望がある」ということを聞く。部活がストレスにな

っている。１週間休むが休むと友達がいなくなると

思うと心配であった。

高校２年生では部活はストレスであるが、話せる

人が２人いるのでそれを頼りに通っていた。体育で

ルールが分からず友達から注意を受ける。それがト

ラウマになっている。母親が自閉症のことに触れる

と「僕は自閉症だったら自殺する」と言っている。

よくしてくれた部活の先輩がよそよそしくなってい

て居心地がよくないと言う。河合塾の美術教室へ通

った。最初はとても嫌がり「親に無理矢理入れさせ

られた」と言った。部活を辞め、「もうこれで友達

がいなくなった」と嘆いた。
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あると考えられたので、その実践を筆者（以下、Ｔ

ｈ）が行った。ここではそのカウンセリングの経過

を月単位で記録し報告する。また、聴覚過敏性へ重

要な他者との関係`性が与える影響を「音への反応｣、

「対人関係の変化｣、｢カウンセリングによる変容｣、

「対応策の変遷｣、「自己理解の変容」の項目に分け

て表１に示す。

たと考えられる。小学校になってさらに他者との関

わりによるトラブルが顕著になる。からかわれるこ

とや馬鹿にされるという行為への抵抗感、自分自身

の見ため、「みんなと一緒じゃない」という考えか

ら自分を変えたい意識が強まるとともに生じ、被害

感や自分独特の物事への負の意味づけが強くなって

いった。

中３の時に見られた音への敏感性があり、デパー

トの放送は苦手や電車での下手な「アナウンス等の

音への敏感`性の訴えを持ちながらも、それ以上に現

実生活の対人関係を中心とする生きづらさが目立っ

ていたと考えることができる。中学生、高校生の思

春期に人間関係の形成の傷つきや挫折体験は、高校

３年生においてカウンセリングを受ける上でも安定

した他者との関係性の継続が求められると考えられ

た。

従って、音への過敏性への対応とともに、他者と

の関わりを求めながらも、より良い関係性が築けな

かったことが示すように、他者との関係性による社

会`性の問題全般から生じる安定した適応の課題をど

のように支えていけるかが、Ａさんに対する重要な

支援として考えられた。

１）高校３年生（以下、Ｘ年）７月

①７月セッション１

無表`盾でたんたんと話す。興味のある物を作るこ

とが好き。大半は家で過ごしている。

あんまり、調子はよくない。音楽を聴く時も初め

て聴く曲が聞けない。昔は全然気にならなかった。

音楽が聴きたいけども、聞けない、その気持ちは分

かりますか。＜今まで聴けていたのに聴けない＞、

はい。＜１曲とか、２曲ではなくて、多くの曲がそ

うですか＞、そうですね。＜聴ける曲はありますか

＞、安心して聴ける曲は前から聴いている曲、知っ

ている曲とか、こんなくだらないことでいちいちこ

だわることはよくないことだと思う。そういうこと

はなくしたいと思って、音楽以外にもスーパーに入

るのがちょっと嫌。あと、バスに乗る時も、運転手

さんを選んで乗る。特にマイクの使い方で声が大き

く聞こえる人は嫌。気になる時に何で気になるのか。

難しいことを考えるから余計に嫌に思う。要するに

人に言わないと治まらないということがある。どう

すればいいですか。＜人に言わないことで苦しくな

るようであれば言うことですね、ただ人を選ぶ必要

があるかも知れませんね＞、気になることを言うの

で悪循環が発生するのではないですか。＜人に言わ

ないことで、気にならなくなる人もいる。だけども

人に言うことによってすっきりする場合もある＞、

その場はすっきりするけど。＜言わない時でもすっ

きりすることはありますか＞、毎日辛いですね。

＜誰でも、気になることはある、誰でもの範囑なの

か、他の人よりも気になるのか＞普通の範蠕を超え

ていますね。そのことを気にすること白体が間違い

だと思います。＜自分が間違っている。自分を責め

ることもありますか＞、そうですね。＜自己評価が

下がりますか＞、あんまりないですね。＜自分にと

って良い面はどうですか＞、そんな褒められるとい

うことはないし、褒められることはしない。＜注意

されことが多いのですか＞、はい。物を買う時も「迷

うのは止めなさい」とか。治せると思うのですよ。

人間の脳は治るものだと思うのですよ。そのような

３．支援経過（カウンセリング）

来室の経緯は暴走族等の改造車、エレキギターの

音、曰常生活で音への抵抗感が強くなったこと、学

校を休むことが増えたこと、「クラスの気に入らな

い人をひとりずつナイフで殺してやる」と高校のス

クールカウンセラーに発言したことにより、Ａさん

が苦しい不安定な状態であったことを理由に母親と

本人のカウンセリングの希望を受けた医療機関の紹

介で来室することとなった。そこで相談室では生育

歴について検討を踏まえ、音への敏感性とともに

他者との関係性のあり方も視野に入れて、Ａさんの

語りを受けとめ、Ａさんの主体性を尊重しながら、

その音への対応を重要な他者としてのカウンセラー

との関係J性を基盤に、ともに考えていくことを、こ

こでは「支持的カウンセリング」として定義し、あ

る心理相談施設の相談室で１セッション50分の月

２回のペースで「支持的カウンセリング」を施行す

ることにした。特に生育歴から他者を求め、他者に

傷ついてきた体験は根強く残っている。このような

ことからも他者との関係性を重要視する支持的カウ

ンセリングは今まで経験することができなかった安

定した信頼関係による体験を積みあげることを基盤

として行う支援であり、有効`性を期待できる支援で
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ことばかり考えると「死にたい」と思う。＜治らな

いと思うことはないのですか＞、治らないとは思え

ない。

新しい音楽でも聴いて、それがたいしたことはな

いと思えれば良い。嫌なことを何回も何回も聴いて

頭を慣らすということ。＜嫌な曲と考えればいいで

すか。嫌な音と考えればいいですか＞、嫌な音の方

ですね。雑音ですね。テレビがついているだけでも

嫌なのですよ。テレビが見られなくなった。自己肯

定感が薄いので褒められることがひとつ、ふたつあ

ると思うけど。でも照れくさくて言えない。ダメな

人間で安心している。そういうふうに決めつけてい

る。

自動車学校へ行ったり、ギターが苦手ならギター

をやって'慣れることであったり、そういうことをし

ない。そんな人生はつまらないと思いませんかくつ

まらないとは＞、＜チャレンジができないというこ

とですか。考えはあるのですね＞、＜思いきれない、

怖いですか＞そう、怖いのですね。

以前、修学旅行で沖縄に行ってきましたね。そこ

はいいところですね。友達がいなかった、不安があ

りましたね。思い切って行ってみるとそうでもなか

った。根がまじめなのでさぼったらいかんと思って、

まじめな人は好かれますから。最近、まじめなこと

は大事だと思った。適度にまじめにものごとを考え

ることが大事と思う。

魚を釣ることは好きですね。＜どのような魚を釣

るのかな。あゆとか＞難しいですね。ここでプライ

ドを捨てないといけないね。初心者に戻る。「分か

らないので教えてください」と言わなければいけな

いですね。周りから「こんなことも分からないのか

よ」と言われても嫌な気持ちにならない。変なプラ

イドがある。＜趣味は＞、読書かな。他のことは中

途半端だからサーフィンとかというとボケツを掘り

ますね。全然分からないと言いますね。＜謙虚です

ね＞（と褒めると）、謙虚な気持ちは大事ですね。

＜音に関しては、エレキギターとかに慣れるという

ことも良い考えだと思いますね。軽音楽部に行って

みることも良いと思うのですが、でも行動する勇気

が要りますね＞、「興味があるので来ました」とか

と言ってみようかなと思います。＜それでいいと思

います＞友達を見つけることも大事ですかね。他の

ことで気を紛らわせることも大事ですかね。それが

できないことが辛いですね。＜ひとつの方法として、

友人を見つけるのも良いのでは＞、＜部活のことに

入るか入らないか迷っているのですよね、入る気は

ありますよれ＞そうですね。＜何部に入りますか。

テニスは最近、行ってないですよれ＞、そうですね。

＜ちょっと仲の良い子ができた？＞・・・＜ひとり

では苦しいということがありましたよね。二人でい

ると（音が）気にならなくなると言っていましたね

＞、そうですね。嫌な音って大抵の人は嫌ですよね。

＜そうですよ＞、そうですよね。

②７月セッション②

裏の家の人が嫌でイライラする、イライラするよ

うになったのは去年の暮ぐらいから気になりだした。

ちょっと嫌な思いをしている。バックミュージック

のことが気になって、自分の深層心理のなかで、そ

れを排除しようとしている。脳科学の力で克服した

いと思っている。好きな昔なんだけと気になってし

まうという嫌な思いになる。いちいち気にしている

と音楽を聴いているのも苦痛だし、最近は外へ出て

いくのも嫌ですし、前よりちょっとしたことでも気

になって、毎日ストレスで生きづらい思いをしてい

る。

部活に入って友達ができました。まったくしゃべ

らない人がいる。辞めてまた部活に戻ったら、しゃ

べらなくなった。みんなに話をすると「あんたのこ

とを嫌っている訳ではない」と同じことを返される

のですよ。＜そうだと思うよ＞そうですかね。

やっぱり静かなところに住みたいですね。防音と

かシャッターついてあったりとか・＜趣味を見つけ

るといいですね＞、＜耳栓とか使ったらいいですか

ね＞、そうですね。買ってきましょうかね。＜耳の

つめ具合を調整して、ちょっと多少ボリュウムを調

整して、生活上支障がない程度で・・・＞・耳栓を

昔つかったことはあるので。もう一度使ってみます。

ありがとうございます。

２）Ｘ年８月

音楽を聞くのが辛くなった。もとに戻って欲しい。

すごくそれが辛いことである。店に行っても、外に

出るとうるさいということがある。それがひどくな

って、外に出たくないということになった。もう、

昔には戻れないのかと思って、今はそれが辛いです

ね。やっぱりなぜ、それが気になるのか分からない

のですよ。人の声でも嫌だと反応してしまう。バイ

クの音とか、たとえ音が出てなくても嫌になったり

する。スーパーとかのアナウンスとか突然鳴るでは

ないですか。突然鳴ったりするのが嫌で、今辛いこ

とは音楽なんですよ。聞きたいけれど、聞けないの

ですよ。音楽を聞いている人を見ると羨ましいと思

う。本当に死のうかと、死んでやろうかと思ったこ
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全然意見を聞いたことがないので、意見を色々間い

てみたい、自分だけ話していてもダメなので、先生

からの意見を聞きたい。＜もう少し情報が欲しいで

すね＞、たとえば、＜音には色々あると思いますが、

気にならない音、苦にならない音とか＞ピアノの音、

エアコンの音、電車の音、普通の車の音、バスの音、

オルゴールの音とかレストランのなかのざわざわと

かですかね。雨の音も大丈夫です。＜ピアノの音は

平気＞、そうぐ昔、習っていた？＞、そうではない

ですけどくピアノで激しい音とか、どう？＞、ピア

ノですと、そこまで嫌ではないですね。＜エアコン

の不』快感は？＞全然（大丈夫）ですね。エアコンは

役にたつので気になりません。音がしていると涼し

いと思います。音によって好きな音と嫌いな音があ

ります。電車の音を聞きたいためにフォームに行っ

たり、電車を見たりとか好きですね。

カラオケでは自分が歌うとなると気にならないの

ですよ。うるさいと音を絞ったりするので。だから、

全然、気にならないですね。集会はマイクを使うけ

れどマイクを準備する仕事をするようになると気に

ならない。＜いいことに気がついたね＞、ギターの

音も自分が演奏すると気にならなくなると思います。

うるさい車でも自分が乗ったら気にならないと思い

ます。叔母さんの車もマニュアル車ですごい音が出

るのですが、叔母さんの車なので気にならないし、

バスもいつも乗せてもらっているのでバスの音は気

にならない。私は自分勝手なのですよ。これからど

うしていきましょう。＜いい気付き、いい確認です

ね＞、＜状況が深刻だから一緒に考えていこうと思

っている。いいアイデアが出てくるといい＞

人が掃除機をかけていると、ぼくがやろうかと…

＜変わってやるといいですよ、感謝してもらえるか

もしれないし＞、＜法則ｌができたね＞、苦手な声

も、仲良くなると大丈夫なのだよね。＜すごいね、

なじむということだれ＞、友達だと腹が立つことは

ない。他のお客さんがいるので、静かにしようね。

＜そこで実行していこう＞、＜できることはやって

いこう＞、他のことをしている時は音が気になる。

＜苦手な音は、自分から音を出す側になるとか＞ど

んどんアドバイスして下さい。＜'情報を出して確認

していこう＞そうですよ。自分が情報不足でしたね。

＜一緒に考えていきましょう。考えていくと発見が

あるでしょ＞

４）Ｘ年10月

進学しても楽しくないと思うと何もしたくない。

仕事にしても学校でもそのようなことを怖がってい

ともある。早く、これを解決したい。ここへ話に来

ても、解決を先生がおっしゃられないので。

裏の家の人がうるさくて、「死ね」と言ってやっ

たのですよ。家にいても辛いし、うるさいし、どこ

へ行っても心が休まるところがないのですよ。なぜ、

こんなことになったのか。つい最近になって色々な

ことがうるさくなって、娯楽施設に近づいただけで

じんましんでそうだし、ゲームセンターやカラオケ

にも行ってない。どうすればいいですか。毎日、毎

日、このままは辛いだろうし、死ねばいいだろうと。

何とかなりませんかね。先生に答えを振っているけ

ど・・・。例えばどういうことを言えばいいですか。

＜カラオケのことを聞かせて下さい＞昔はギターを

聞くことは平気だったけど、最近、あるきっかけで、

ギターの音が気になるなと思って聞いたら、本当に

うるさく聞こえるようになって、それからギターの

音が気になる嫌な音になった。うるさいと思って聞

いているともっと嫌になる。うるさいと思わないよ

うにしても、うるさくて、うるさいと思いながら聞

くのが嫌になった。いとこの叔母さんが「聞きたく

なかったら聞かなければいい」と言った。そういう

のは、俺は違うと返した。自分は元に戻りたい。

３）Ｘ年９月

先生からのアドバイスを聞いてみたいのですが、

最近、音楽とかでもエレキギターの音がちょっと気

になる。調子こいた車の音が非常に気になる。人の

笑い声が気になりますね。前は全然、気にならなか

ったのに最近、気になりだした。どうしたらこれ、

治るのですかね。調子こいた音でないですかくちよ

うしこいた音？＞イライラするじゃないですか。＜

後＞改造した車の音とかですね。暴走族のような、

そういうのが嫌ですね。本当にストレスで、そいつ

のことを殺してやると思っています。家にいること

も辛いし、どうすればいいのか。＜耳栓は＞耳栓す

ると良いのですが、耳がしんどくなるのが辛いのと、

休みの日にそんなことをしないといけないのが辛い

です。＜常にするのではなくて、どうしても苦しい

時に使うと良いのでは＞そうですね。効果はありま

すけど、一番いいのは気にならないことがいいので

すよね。本当に音楽を聞いていても気分が悪くなっ

たりするので、「調子こいているのは死ねばいいと

か」と思ってしまう。治る方法を聞きたいのですよ

ね。小さいことがドンドン気になって、他の仕事も

辛い辛いと言っていても手に付かないし、どこか行

くと辛い、辛いと思ってしまうのですよね。何かい

い方法はありませんか。先生の意見を聞きたくて、

118
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たら何もできない。自分が何をやっても楽しくない。

友だちにゲームを借りてやっていたけどゲームをや

らないといけないと思うと楽しくない。できないと

みんなに迷惑をかけてしまうと思う。自分でも趣味

をもたないといけないと思っている。僕は趣味がな

いのですよね。ちょっとしたことをうるさいとか、

むかつくと思ってしまう。抽象的でみんなに分かり

にくい。電車でアナウンスがちょっとうるさいと思

うと気になって、嫌だと思うとなんかがっかりする。

電車だとしばらく乗っていかないといけないと思う

と、この人と降りる駅まで一緒だと思うと嫌になる。

この辺がもやっとなる。心のあたりが..．。暴走

族が目の前を通った後のような嫌な気持ち（のよう）

になる。自分で基準をつけてしまう。これはいいと

か悪いとか。たとえばバスとかでここに（胸を示し

て）服につけているマイクとか、わざわざこういう

風（マイクを口に近付けて）にしてマイクを使うこ

ととか、服に付けているのに口に近付ける。手を使

ったら意味ないじゃないですか。安全に運転するた

めに服に留めているのに。声がやかましくなるじゃ

やないですか。椅子とかでも、が一つと音を立てて

引く人とかレストランなどで、人を不,愉快にさせる

ことを平気でやっていることにムカつくのですよ。

飲食店とかでもいらっしゃいませと声をかけられる

のは嬉しいのですが、時々、すごく声がやかましい

大きな声の人いるじゃないですか、もっとやさしく

言ってもらった方が気分がいいなと思う。若い子の

声は好きではない、そんなこと言うと自分もしゃべ

るなと言うことになる。声がとおる人の声は嫌で、

若い人でもハスキーな声の人がいるし.．．。（私

は）勝手に決めつけて、いちいちこだわるのでつら

いのです。男も女も、たぶん歳も関係ない。声がう

るさい人が嫌なのですよ。テレビの後ろの方から聞

こえてくる笑い声、おもしろくないところでもわ一

つとか、たまに１人だけ飛び抜けてわあっと笑って

いる、たまに男の人がわあっと笑うのが嫌、どうも

いらつくのですよ。今はおかしくないので同じよう

な笑い声は出せないですけど。（Ｔｈが、大きな声

で笑って見せると）、そう、そう（その笑いと言う）。

こっちは面白くないのに。でも、自分の叔父さん、

結構な歳なのだけど、透る声で大きいのですが、自

分の叔父さんだといいのですよ。この人はそういう

人だからと思う。＜どうしてかな＞、自分の味方だ

と思うからですかね。自分に良くしてくれる人と思

うと、全然気にならないのですよ。大丈夫なのです

よ。

運動会とか、自分は放送部で放送席にいたので、

けつこう、競技によっては放送する人は興奮するの

でやかましい声でしゃべるのですが、全然気になら

ないのです。＜どうしてですか＞、だって一緒に仕

事している仲間だから全然気にならない。スポーツ

番組とかでもアナウンサーのしゃべる声が嫌なので

すよ。スポーツ番組でも、結構やかましいですよね。

サッカーでも「（ゴールに）はいった－」とか、こ

っちは感動してないのに。聞いているとムカムカし

てくるのですよ。

こういうことがあると曰常生活に支障が出るので

すよ。そういう障害がなくなればまずひとつ解決す

ることがあると思うのですよ。向かいの（家の）エ

ンジンを吹かす音とか、どうもそういう音を出して

いる人がムカつく、そいつがムカつくとそいつの家

までムカついてくる．そういうことがあるので生活

していてイライラすることばっかりなのですよ。

どうやっていけばいいのか、どうやってこのよう

なことを解決すればいいのか。一日中耳栓（以前、

耳栓はＴｈがアドバイスしたこと）は人の目が気に

なるし、やっぱり耳が痛くなるじゃないですか。地

下鉄の改札でカードを入れると駅員の声がどこから

か、「ありがとうございました｣と聞こえてきて、ど

こから声が出ているかと思ったら、離れたところか

らマイクで堂々と座って言っていて、その偉そうな

態度が、どうもムカつく。特に自分が分かり切った

こと（注意）をアナウンスで繰り返し言うのはムカ

つく。座るときは奥に詰めろ、老人には席を譲れ、

そのようなことをいちいち言うなと、特に疲れてい

る時はあ－つと思う。外国の人はうるさいと言いま

すよ。電車が来るので後ろに下がれとか、言われな

いでもやれよと思うし、アナウンスの人もムカつい

て言っているのでうるさいのですよ。

（Ｔｈが話を聞いた後、ひとつずつ話をまとめる）

＜楽しくないのはつらいね＞、それは苦行ですよ。

＜楽しいことは＞、ないですよ。嫌なことを思って

いる時は楽しいことを考えたくないのですよ。（思

い出したかのように急に）河合塾とかでも、基本的

には美術する人は非常識なのですよ。河合塾行くの

が嫌なのですよ。大きな理由はしゃべる相手がいな

いので。自分にしゃべることがない、趣味がなくて

無知だから。

＜時間が来てしまいましたね＞、どうすればいいで

しょうか。＜嫌なことを思っていない時には、楽し

いことを考えることができる、楽しいこと、夢中に

なることがあるといいのですが＞、それはそうです

１１９
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ね。他にどうにかすることはありますか、楽しいこ

とを無理に見つけるということはどうですか（自ら

提案)。＜気分を変えるとかですね＞・テレビを見

ること（と自ら提案）。外出先のこと、裏の家がう

るさいこととかどうすればいいのか。＜ひとつひと

つ考えていきましょう＞

表１音への反応と特徴的行動の変容
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音への反応
対人関

係の変化

カウンセリングによる変容

(音の理解、受け止め方等）

対応策

の変遷

自己理解

の変容

７
月
①

･始めて聴く曲が聴け

ない（昔は全然気にな

らなかったのに）

･今まで聴いていた曲

さえも聴けない（安心

して聴ける曲は前から

聴いている曲、知って

いる曲）

･スーパーに入ること

がちょっと嫌

･バスの運転手でマイ

クを口に近づけて大き

な声を出されることが

嫌

･テレビが見られない

･人に言わない

となんか治まら

ない

･まじめな人は

好かれますから

･謙虚な気持ち

は大事ですね

･友達を見つけ

ることも大事で

すね

･聴きたいのに聴けない

(その気持ちわかります

か）

● こんなくだらないことで

いちいちこだわることは良

くない

･普通の範囑を超えている、

気にすること自体間違いだ

● (感覚過敏）治せると恩

うのですよ

● 自動車学校へ行ったり、

ギターをやって慣れたり、

そういうことをしない人生

はつまらない

･嫌な音は大抵の人が嫌で

すね

．新しい曲を聴

いても大したこ

とではないと恩

えばいい

･嫌な曲を何回

も聴いて慣らせ

ば良い

･エレキギター

に慣れるために

軽音学部に行っ

てみることを勧

める（Ｔｈ）

･他のことで気

を紛らわせるこ

とも大事ですか

ね

･二人でいると

気にならなくな

る

｡褒められるこ

とはない

● 自己肯定感が

薄い

･だめな人間で

安定している。

･根がまじめな

ので

● プライドを捨

てないといけな

い、変なプライ

ﾄﾞがある

７
月
②

･バックミュージック

のことが気になる

･裏の家の人が

嫌いでイライラ

する

･部活に入って

友達ができた

.まったくしや

くらない入がい

る

｡みんなに話すとあなたの

ことを嫌っている訳ではな

いと言われる

･脳科学の力で

どうにかしたい

･防音やシャツ

夕一のある静か

なところで住み

たい

.＜耳栓とかを

使ったらどうで

すか＞

と勧めると使っ

てみると応える

８
月

･音楽を聴くことが辛

くなった（外に出られ

なくなった）

･音楽を聞いて

いる人を見ると

羨ましく思う

● もう、昔に戻れないとい

うごとが辛い
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１２１

･人の声でも嫌だと反

応してしまう

･バイクが音がなくて

も嫌になる

● アナウンスが突然な

ることが嫌

● うるさいと思って聞いて

いるともっと嫌になる

．なぜ気になるか分からな
い

● ｢死んでやろう」と思った

● ｢うるさいと

思ったら聞かな

ければいい」と

叔母さんに言わ

れたが、それは

違う、俺は元に

戻りたい

９
月 ･調子こいた車の音が

気になる（イライラす

る）

．＜苦にならない音は

＞

ピアノ、エアコン、電

車、普通の車、バス 、

オルゴール、レストラ

ンのざわざわ

･放送委員をしている

時の音は気にならない

･人の笑い声が

気になる

● (調子こいた

音を出す人）殺

したくなる、死

ねばいい

･叔母さんの車

はすごい音が出

るのですが、叔

母さんの車なの

で気にならない

･苦手な声も仲

良くなるといい

のだよね

･友達だと腹が

立つことはない

･前は全然、気にならなか

ったけど気になりだした

● どこへ行っても辛い、辛

いと思ってしまう

● 音によって好きな音と嫌

いな音がある

･エアコンは役に立つので

気にならない、音がしてい

ると涼しい

･電車の音を聞くためにフ

オームに行ったり、電車を

見たりすることが好き

･バスはいつも乗せてもら

っているので気にならない

●

い

●

自分が歌うと気にならな

自分がうるさい音を絞っ

たりする等の仕事をするの

は気にならない、ギターの

音も自分が演奏すると気に

ならなくなると思う、うる

さい車でも自分が乗ったら

気にならないと思う

● (耳栓をする

ことに対して）

耳がしんどくな

る、休みの日に

そんなことをす

るのが辛い

．＜常に耳栓を

するのではなく

苦しい時に使用

するのは＞効果

はありますけど、

一番いいのは気

にならないこと

● ＜（掃除機を

かけている人が

いれば、変わっ

てあげるとどう

＞

｡＜苦手な声も

仲良くなるとな

じむかも＞

．＜苦手な音は

自分から出すよ

うにするといい

のでは＞

● 自分勝手なの

です

１
０
月

･電車のアナウンスが

気になる

･バスの運転手が服に

つけているマイクを手

で口にわざわざ近づけ

て出した時のやかまし

い声

● レストランとかで椅

子を引いた時に出る音

･飲食店の「いらっし

やいませ」という大き

･友達とゲーム

を借りてやって

いたけど、ゲ￣

ムをやらないと

いけないと思う

と楽しくない

･電車のアナウンスがちよ

っとうるさいと思うと気に

なって、嫌だと思うとがっ

かりする

･ゲームができないとみん

なに迷惑をかけてしまうと

思う

● 自分でも趣味をもたない

といけない

● 自分が何をやっても楽し

くない

･僕は趣味がな

い

● (ちょっとし

たことをうらさ

い、むかつくと

思ってしまう）
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122

な声

．若い人の声、透る声、

うるさい声

･テレビの後ろの笑い

声（おもしろくないと

ころでわ－つと笑う、

たまに１人だけ飛び抜

けてわあっと笑う）

･スポーツ番組でアナ

ウンサーがしゃべる声

がやかましいので嫌い、

こっちは感動してない

ので

･車のエンジンを吹か

す音

・地下鉄の改札でカー

ドを入れると「ありが

とうございました」と

聞こえてきた駅員の声

(離れたところからマ

イクで座って言ってい

た）

● 自分の分かり切った

アナウンス（注意）を

何度もマイクで繰り返

されることが苦手

･叔父は透る声

で大きいのです

が、自分の叔父

はいいのです、

この人はこうい

う人だからと恩
￣

つ

･放送部で一緒

に仕事をしてい

る仲間だと気に

ならない。

･エンジンを吹

かす人がムカつ

く

･駅で離れたと

ころからお礼を

言うのは、偉そ

うな態度に見え

る（そのような

偉そうな態度の

人が嫌）

● (急に思いだ

したかのよう

に）基本的に美

術をする人は非

常識と発言

･塾にしゃべる

相手がいない

･人を不愉快にさせるのが

嫌

．あまり面白くないのにい

らつく

.＜叔父だとどうしていい

のか＞自分の味方だからで

しょうか、自分に良くして

くれる人と思うと全然気に

ならない

･運動会とかでも放送部で

放送席にいると近くで興奮

してやかましい声でしゃべ

っていても全然気にならな

い

･座る時は奥に詰めろ、老

人には席を譲れ、電車が来

るので後ろに下がれ、言わ

れなくてもやれよ、アナウ

ンスの人もムカついて言っ

ているのでうるさい

.＜楽しくないのは辛いね

＞それは苦行ですよ

｡＜楽しいことは＞ない、

嫌なことを思っている時は

楽しいことを考えたくない

･塾へ行くのは嫌

● どうやって気

になることを解

決すれば良いの

か

.一日中、耳栓

をするのは人の

目が気になるし、

耳が痛くなる

.＜嫌なことを

思っていない時

には楽しいこと

を考えることが

できる、夢中に

なれることがあ

るといいのです

が＞

● ｢他にどうに

かすることはあ

りますか」とア

ドバイスを求め

る

● しばらくして

自ら楽しいこと

を見つけるのは

どうですかと提

案（テレビを見

ること等）

抽象的でみんな

に分かりにくい

･勝手に決めつ

けていちいちこ

だわるので辛い

● 自分にしゃく

ることがない、

趣味がなく、

知だから

4旺
Ｊ､、、
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も容易なことではないが、一方、重要な存在との関

係のなかでは、音への抵抗感が背景に沈んでいるこ

とが､｢叔母さんの車はすごい音が出るのですが、叔

母さんの車なので気にならない｣、「叔父は透る声で

大きいのですが、自分の叔父はいいのです、この人

はこういう人だからと思う｣、「放送部で一緒に仕事

をしている仲間だと気にならない」から推測できる。

音の受け止め方は対人関係のあり方と絡み合い大

きな影響を与えていることが苦手な音を発する他者

の評価に顕著に表れている。そのことは「エンジン

を吹かす人がムカつく｣、「調子こいた音を出す人を

殺したくなる」と人へと怒りの矛先が向けられてい

る発言から裏付けられる。他者への意識は敏感であ

り偉そうな態度の人を極度に嫌がり、「基本的に美

術をする人は非常識」と決めつけたりするが、１０

月の面接では苦手な音も「友達だと腹が立つことは

ない｣、「苦手な声も仲良くなるといいのだよね」

と他者との関係性が音への抵抗と関連していること

を本人自身も気づいているようであった。

「まじめな人は好かれますから｣、「謙虚な気持ち

は大事ですね｣、「友達を見つけることも大事ですね｣、

友達に付き合って嫌でもゲームで遊んだりと前向き

な発言や他者との関わりの努力が見られたかと思う

と「塾にしゃべる相手がいない」と嘆いたり、「音

楽を聞いている人を見ると羨ましく思う」と羨望の

まなざしで他者を捉えたり、本人と他者との関係』性

は不安的な状態が見られた。

３）対応策の変遷、自己理解の変容

７月の１回目の面接では、聴きたいのに聴けない

気持ち、くだらないことにこだわっていると分かり

ながらもどうにもできない自分を嘆いている。その

ように気にする自分を受け入れることができないこ

とや､｢褒められることはない」と発言するなど自己

肯定感の低さが見られた。「気にしなければいい｣、

「気を紛らわせればいい｣、「音に慣れればいい」等

と音に対して向き合い方を変えることで対処しよう

と考えていたと思われる。７月の２回目の面接では

「脳科学の力でどうにかしたい」と科学的に対処を

考えたり、「防音やシャッターのあるところで住み

たい」等と環境の変化を考えたり、「拾せると思う

のですよ」と希望を持ちながらあの手この手と対応

策を考えている姿が見られた。「嫌な音は大抵な人

が嫌ですね」と自分と多くの人には違いがないこと

を確認する等、障害を受け止めることへの抵抗が見

られた。しかし一方で７月の１回目の面接で語った

ように「だめな人間で安定している｣、「プライドを

４．カウンセリングの考察

表１に整理した項目に基づいて考察する。

１）音への反応

バスの運転手の例が示すように今まで気になって

きた音は基本的に今でも苦手である。それに加えて

今まで聞いていた、あるいは聞いてきた曲さえも聴

けなくなることへの苦しさが表現されている。突然

なるアナンスヘの抵抗は大きく、日常的なテレビの

音や人の声でも過剰に反応するようになる。

「調子こいた車の音」等のように音だけではなく、

その音を発生する人へも感情的な抵抗を示している。

特に苦手な音の傾向として、必要性を感じない音、

理由づけの困難な音を嫌がる｡｢バスの運転手が服に

つけているマイクを手で口にわざわざ近づけて出し

た時のやかましい声」、飲食店の「いらっしゃいま

せ」という大きな声、地下鉄の改札でカードを入れ

ると駅員が「ありがとうございました」と聞こえて

きた声（離れたところからマイクで座って言ってい

た）、自分の分かり切ったアナウンス（注意）を何

度もマイクで繰り返されること等、自ら納得のいか

ない行為に基づく音へ強い抵抗を見せる。

表１から考えられることは音を苦手とする根拠が

自分なりの意味づけによるものであることが多い。

特に好きな音と苦にならない音の根拠が分かりにく

いと考えられる｡｢ピアノ、エアコン、電車、普通の

車、バス、オルゴール、レストランのざわざわ」等、

日常的に本人が利用している物や基本的に興味のあ

る対象から出る音に関しては抵抗がないようである。

電車等は興味の対象であるのでその音は苦にならな

い。一方､｢若い人の声、透る声」は苦手というがそ

の根拠は本人自身の感じ取り方の影響が大きいよう

に考えられる。音を苦手としているが、放送委員を

している時の音は気にならないという。

以上のことより本人の音への抵抗感は、純粋な音

声を受け取る感覚的な要素だけではなく、その受け

取る音に対する構え、あるいは音への受け止めや意

味づけが、音への抵抗感に大きな影響を与えている

ように考えられた。

２）対人関係の変化

「人に言わないとなんか治まらない」というよう

に、音への抵抗感を他者との関わりを通して軽減し

ていくことを意識している発言が見られた。他者へ

の意識の強さと音への抵抗が連動するように苦しん

でいる様子が見られた。他者との関係の作れなさは

幼児期から苦しんできたことであり、関係性の形成
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捨てないといけない、変なプライドがある」等と自

分自身を捉えていた。「みんなに話すとあなたのこ

とをみんな嫌っている分けではない」と周囲の人に

言われる程、被害的な側面が見られた。

気にしないように意識を変えたり、慣れたり、紛

らわせたり等音へと正面から向き合ったり、脳科学

に期待したり、音を遮断することを考えたり、耳栓

をしたり思考錯誤を繰り返すなか、８月には耳栓を

したりすることへの抵抗感が生まれ、休みの曰にそ

んなことをするのが辛い等と応える。９月になると

話を続けることでカラオケでは「自分が歌うと気に

ならない｣、集会では「マイクを準備するようにな

ると気にならない」等と気づきが生まれる。苦手な

音は自分から出すようにすると音が気にならない、

つまり音を自分でコントロールすることで気になら

なくなるという考えが生まれる。「ギターの音も自

分が演奏すると気にならなくなると思う｣、「うるさ

い車でも自分が乗ったら気にならないと思う」等対

応策に期待をかける。１０月では「僕は趣味がない｣、

｢ちょっとしたことをうるさいと思ってしまう｣、「む

かつくと思ってしまう｣、「かってに決めつけていち

いちこだわるので辛い｣、「自分にしゃべることがな

い、趣味がなく、無知だから」等と自分自身につい

ても語ることが増えた。自己肯定感の低さについて

語ることは度々あるが、特定の信頼できる他者との

関係性を音の受け入れやすさと関連させて語る等、

その語りは対人社会のなかでの自分と向き合ってい

る姿として考えることもでき、自ずと他者や自己へ

の理解を深めていくプロセスとしても捉えられた。

４）カウンセリングによる変容

開始した間もない７月には昔は気にならなかった

曲が気になるようになり聞けなくなった。こだわる

ことは良くないことであることは分かっているけど、

こだわってしまう。「普通の範艤を超えていますね｣、

「気にすること白体が間違いだ」等と自己を否定的

に捉えている。褒められることはなく、注意される

ことが多い、「死にたい｣と思うと言いながらも、ど

うにかしたいという思いから、「何度も聴いてい慣

れる｣、「ギターが苦手ならギターをやって慣れる」

等と自分なりの解決策を口にするが、怖いという。

沖縄への修学旅行に行って、思い切って行って良か

ったと成功体験を語ることで話が少し前向きになっ

た。７月の2回目の面接の終了の時間ではイライラ

を吐き出したことが大きかったのか、少し冷静にな

りく耳栓を使ってみたら＞等の筆者の問いかけに耳

を傾けた。

８月には周囲の人も対応に困り「うるさい」と思

ったら聴かなければいい等と返すが本人は、俺は元

に戻りたい、聴かない努力よりも聴けるようになり

たいと言う。Ａさんが誰もが自然に音を聞くように、

自分も自然に気になる音を聞けるようになることを

求めた。９月には筆者が提案する一般的で対処的な

アドバイス、例えば７月に提案した耳栓を使用する

ことは受け入れてもらうことはできなかった。「何

も教えてくれない｣、「アドバイスをしてくれない」

と筆者にいら立ちを向け、無力感を味わった。しか

しその時から９月、１０月では音をコントロールす

ることや音を出す人との関係が音への抵抗感に結び

ついていることに気付き、主体的に対応策を考え、

筆者に確認することも見られるようになった。筆者

との安定した関係`性によるカウンセリングでは、本

人が音に対する自分の気持ちを丁寧に振り語り、そ

して自分を取り巻く他者との関わりを重ねながら考

えることができた。Ａさんも筆者も無力感を抱えな

がらもＡさん独自の音への向き合い方あるいは付き

合い方を考える機会となったと捉えることができ、

Ａさんとのカウンセリングの成果を確認することが

できた。

Ⅳ総合考察

TempleG（2009）は感覚過敏,性を理解するため

に気を付ける点として感覚の過敏度が人によって違

うこと、また同じ人でも時、場合、またはその曰に

よっても異なることを挙げた。Ａさんの生育歴から

も考えられるように、音の過敏`性への対応と同様に

本人の社会』性の課題は相互に絡まりあっているよう

に考えられた。Ａさんとのカウンセリングを通して、

独立して感覚過敏性のみに対応することだけではな

く、重要な他者との関係`性と重ねて音への対応策を

考えることの有効,性が示唆された。

カウンセリングの経過や表１からも理解できるよ

うに音によって他者の評価が左右された。苦手で嫌

な音を発信する他者とは関係，性においても悪くなっ

たり、重要な他者が発信する音は、たとえそれが苦

手な音であったとしてもその抵抗が弱いことが分か

った。そのことは音の受け止め方の対応策として、

音を発信する他者との関係性を良くすることでその

人が発信する音への抵抗感を和らげることが可能で

あると考えることができる。

本事例研究により他者との関係性の形成による支

援は、自閉症特有の１次障害としての音への聴覚過
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敏性が２次的な自尊心の低下や自己同一性の獲得の

問題へと拡大していくことを防ぐ方法として、また

１次的過敏性への向き合い方においても、耳栓や護

られた環境の確保等の物理的な音の遮断による対応

のみならず、「叔父は透る声で大きいのですが、自

分の味方であり、自分に良くしてくれる人と思うと

全然気にならない｣、「叔母さんの車はすごい音が出

るのですが、叔母さんの車なので気にならない」と

のＡさんの発言が示すように、重要な他者との関係

性のあり方を視野にいれた音の受け止め方による対

応策の重要性が示唆された。

また、音に対して積極的に向き合い音源をコント

ールすることも、その対応策として考えられた。カ

ウンセリング場面では「ギターの音も自分が演奏す

ると気にならなくなると思う｣、「うるさい車でも自

分が乗ったら気にならないと思う」等、自分で考え

た対応を提案し音の受け止め方の理解を確認するこ

とで、自分自身の感覚過敏による苦手な音と付き合

っていく姿勢を保つことができた。それが上手くい

くとは限らないが、自ら主体的積極的に音に向き合

うことができたと言える。その姿勢を築き、維持し

ていくためにも支持的カウンセリング等の重要な他

者との関係性による支援が必要であることが筆者と

のカウンセリングによる支援経過から示された。

滝川（2010）は感覚を通して世界を捉えること

を「認知｣、意味や約束を通して世界を捉えること

を「認識」と呼び、「認知」と「認識」の違いを区

別した上で、アスペルガー障害は「認識」に遅れは

ないことを述べた。その定義に沿って考えると自閉

症スペクトラムの聴覚過敏性は「感覚的な刺激とし

ての音」として「認知」することの過敏性に障害の

特徴を有すると考えることができる。他者との関係

`性に影響を受ける音、たとえば「叔父は透る（苦手

な）声で大きいのですが、自分の味方であり、自分

に良くしてくれる人と思うと全然気にならない」と

いう時の叔父の声（音）は「自分の味方が発した音」

として「意味づけられ、受け入れられる音」であり

「認識」のレベルの音である。つまり「認識」のレ

ベルの音の受け止めは、たとえそれが苦手な音であ

っても「他者との関係`性によって受け入れられる音」

として変化するものであると考えることができる。

Ａさんが示したように、１次的な「認知」レベルの

音への抵抗が、２次的な影響として「認識」レベル

の音への抵抗へと悪化してしまわないようにする支
援が必要である。

従って、アスペルガー障害等の自閉症スペクトラ

ムの特'性とされる感覚への過敏`性の特徴は、自閉症

障害の本質的な対人関係I性に伴う社会性の支援を行

うことにより、結果として軽減、あるいは悪化を抑

える可能性があることが示唆されるとともに、自己

肯定感を支え、安定した自己形成へとより良い発達

への影響を与える可能性をも考えられた。また、今

回の事例を通して、TempleG（2009）が述べてい

るように個々において感覚の過敏性が異なるのであ

れば、その対応の方法も多様であることが考えられ

るとともに、カウンセリングにより自分自身の音の

過敏性について他者と語りあい考え、支えてもらう

ことを通して、その反応の特徴とその対応策をとも

に検討していくことも重要な支援アプローチのひと

つとして示唆された。

以上のことにより今後、聴覚過敏性への対応が物

理的な音の遮断という「認知」レベルの対処のみな

らず、他者との関係性の形成、特に重要な他者との

関係性が与える影響、またその支援方法についてよ

り詳細に検討してくことの必要性が示された。
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